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支
え
合
い
、
農
村
の
魅
力
発
掘

美
山
福
居
と
大
学
が
手
を
結
ぶ

| 

ふ
る
さ
と
共
援
活
動
組
織

協
定
調
印
式
|

　
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域

の
農
地
・
山
林
の
維
持
管
理
な
ど
、
住

民
の
力
だ
け
で
な
く
大
学
や
企
業
な
ど

共
援
者
の
力
を
得
て
農
村
集
落
の
再
生

を
図
る
「
ふ
る
さ
と
共
援
活
動
」
。

　
10
月
31
日
、
美
山
町
福
居
地
区
「
百

日
紅
の
里
　
福
居
」
に
お
け
る
共
援
協

定
が
、
福
居
振
興
会
と
佛
教
大
学
で
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
共
に
手
を

取
り
、
豊
か
な
資
源
を
生
か
し
た
地
域

づ
く
り
や
集
落
の
活
性
化
な
ど
、
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま

す
。

▲アンサンブルの透き通った音色に児童もうっとり（園二小）

▲記念歌を元気いっぱい歌う園児たち（園幼）

▲歴代同窓生ら出席の下、厳かに１２０年の歴史を祝う（園高）

▲訓練用の水消火器で初期消火を行う参加者

▲活性化に向け共援者と手をつないだ協定調印式

行
政

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
園
部
に
刻
む
教
育
の
歴
史
祝
う

| 

園
二
小
10
周
年
、園
高
１
２
０
周
年
、

　
園
幼
１
０
０
周
年 

|

　
園
部
第
二
小
学
校
で
創
立
10
周
年
を

記
念
し
て
、
10
月
19
日
に
式
典
と
保
護

者
や
地
域
の
方
々
な
ど
に
よ
る
音
楽
会

が
和
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
部
高
等
学
校
の
創
立
１
２
０
周
年

記
念
式
典
が
、
10
月
25
日
に
園
部
公
民

防
火
・
防
災
の
意
識
を
高
め
て

大
切
な
家
族
や
財
産
を
守
ろ
う

| 

防
火
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
|

　
秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
、
健
康
増
進
を
兼
ね
た
防
火
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
が
、
園
部
消
防
署

主
催
で
旧
町
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
11
月
５
日
、
八
木
運
動
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
初
期
消
火
訓
練
や
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
説
明
な
ど
を
実
施
。

「
寝
室
や
階
段
な
ど
に
は
『
煙
式
』
、

煙
や
湯
気
が
滞
留
す
る
恐
れ
の
あ
る
台

所
に
は
『
熱
式
』
の
警
報
器
が
有
効
」

と
の
消
防
署
員
の
説
明
に
参
加
者
は
大

き
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
防
火
標
語
の
書
か
れ
た
ゴ
ー
ル
を

目
指
す
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

館
で
厳
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典

後
は
、
同
校
卒
業
生
の
歌
手
、
多
岐
川

舞
子
さ
ん
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
園
部
幼
稚
園
の
創
立
１
０
０
年
・
摩

気
分
園
49
年
・
西
本
梅
分
園
25
年
の
歩

み
を
祝
う
式
典
が
、
11
月
30
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
保
護

者
有
志
の
作
詞
で
作
ら
れ
た
記
念
歌

「
た
か
ら
も
の
」
を
全
園
児
で
発
表
。

記
念
講
演
会
で
は
、
同
園
卒
で
マ
リ
オ

の
生
み
の

親
、
宮
本
茂

氏
（
任
天
堂
）

が
、
ゲ
ー
ム

は
た
く
さ
ん

の
人
で
一
緒

に
楽
し
く
遊

べ
る
も
の
に

し
た
い
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

暴
力
行
為
は
絶
対
に
許
さ
な
い

毅
然
た
る
態
度
で
ま
ち
を
守
る

| 

南
丹
・
船
井
暴
力
追
放

　
　
推
進
協
議
会
設
立
総
会
|

　
10
月
20
日
、
市
役
所
に
お
い
て
南
丹

市
と
京
丹
波
町
、
地
域
の
防
犯
に
取
り

組
む
関
係
団
体
な
ど
が
出
席
の
下
、
南

丹
警
察
署
管
内
の
暴
力
追
放
活
動
を
推

進
す
る
た
め
の
協
議
会
を
設
立
し
ま
し

た
。
会
長
に
佐
々
木
南
丹
市
長
、
副
会

長
に
松
原
京
丹
波
町
長
を
選
出
。
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
情
報
交
換

な
ど
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
暴

力
団
組
織
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

暴
力
の
存
在
を
許
さ
な
い
姿
勢
を
確
認

し
ま
し
た
。

な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
へ
ぇ
ー
！

心
の
ア
ン
テ
ナ
で
不
思
議
発
見

| 

京
都
府
小
学
校
教
育
研
究
会

　 
理
科
教
育
研
究
大
会
|

　
南
丹
市
立
殿
田
小
学
校
で
は
、
平
成

18
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ
た
り
理
科
研

究
協
力
校
と
し
て
、
自
然
に
親
し
み
、

見
通
し
を
も
っ
て
追
究
す
る
児
童
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
11
月
14

日
、
授
業
の
進
め
方
や
、
児
童
が
理
科

学
習
に
取
り
組
む
様
子
を
府
内
の
教
職

員
が
参
観
し
、
そ
の
研
究
成
果
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
児
童
代
表
に
よ
る
「
ア

ン
テ
ナ
君
活
動
」
発
表
会
で
は
、
心
の

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
て
感
じ
た
不

思
議
を
自
分
た
ち
で
調
べ
て
、
全
児
童

や
参
観
者
に
結
果
を
発
信
し
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け

大
型
店
の
立
地
を
抑
制

| 

第
４
回
南
丹
市
都
市
計
画
審
議
会
|

　
11
月
28
日
、
園
部
公
民
館
で
都
市
計

画
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議

会
で
は
、
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を

計
画
的
に
実
現
す
る
た
め
、
床
面
積
が

１
万
平
方
㍍
を
超
え
る
特
定
大
規
模
小

売
店
舗
の
立
地
を
抑
制
す
る
南
丹
都
市

計
画
特
別
用
途
地
区
の
決
定
（
南
丹
市

決
定
）
に
つ
い
て
審
議
。
ま
た
、
市
街

化
区
域
内
に
お
い
て
良
好
な
都
市
環
境

を
形
成
す
る
た
め
に
、
保
全
す
る
農
地

を
「
生
産
緑
地
地
区
」
と
し
て
指
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
。
審
議
会
終
了

後
、
船
越
暉
由
会
長
か
ら
、
市
長
に
答

申
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲岸上副市長に答申を託す船越会長（中央）と野中副会長（左）
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▲公開授業で考えを出し合う児童の様子を参観

▲暴力追放のために結集した関係者ら

不
平
等
訴
え
、
農
業
水
利
整
備

長
年
の
悲
願
こ
こ
に
実
を
結
ぶ

| 

三
俣
川
農
業
水
利
問
題

 

諸
対
策
事
業
完
了
記
念
式
典
|

　
八
木
町
と
亀
岡
市
に
ま
た
が
る
三
俣

川
地
域
の
一
部
地
区
で
は
、
田
畑
を
持

た
さ
れ
ず
水
利
体
系
か
ら
除
外
さ
れ
、

農
業
用
水
確
保
に
労
苦
を
強
い
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
昭
和
39
年
以
来
、
こ
の

「
水
利
権
の
な
い
実
態
」
こ
そ
が
部
落

差
別
と
捉
え
て
、
問
題
解
決
に
向
け
た

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
11
月
17
日
、
府
営
ほ
場
整
備
事
業
三

俣
川
地
区
し
ゅ
ん
工
式
お
よ
び
記
念
碑

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
こ
の

一
連
の
諸
対
策
事
業
の
完
了
を
確
認

し
、
後
世
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲地域の発展を願う記念碑「三俣の郷」の除幕
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